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１１月２２日（日）福井新聞社 風の森ホールにて、市民公開講座「みんなで知ろう 若年性アルツハイマー

病」を開催しました。 

第１部では、地域の仕事に携わっている若年性アルツハイマー病患者の青山仁さんと青山さんがメンバ

ーとして所属している支援団体「ＤＡＹＳ ＢＬＧ！」の代表を務める前田隆行さんが、「働きたい！」という患

者さんたちの思いを後押しする「ＤＡＹＳ ＢＬＧ！」の事業内容や青山さんの日ごろの暮らしぶりを紹介しまし

た。 

 第２部では、福井大学・内科学（２）濱野忠則 准教授から「なぜ、今、『認プロ』なのか？」と題して認プロ

プロジェクトの紹介の後、介護者・かかりつけ医・医療ソーシャルワーカー６名が参加して、「若年性アルツハ

イマー病介護の現状」をテーマにパネルディスカッションを行い、社会の中で患者さんがよりよい生活を送る

ための方策について討論しました。 

会場は、約３００人の参加者で満席となり、講演やパネルディスカッションを熱心に聞き入っていました。 

開演前には医師による「もの忘れテストコーナー」を設置し、希望された多くの方に体験していただきまし

た。 

 
第１部 講演 「青山さんと認知症とBLG！＝生きる。」 



 
第２部 パネルディスカッション「若年性アルツハイマー病介護の現状」 

 

 
開演前  「もの忘れテスト」体験の様子 
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